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　 子どもと保護者が、 安心して過ごせる

居場所を提供することを目的に活動して

います。●親子の遊び場 「あ★だちっこハ

ウス」（足立区 NPO 活動センター・年数回）

●多世代地域食堂「あ★だちっこキッチン」

（西新井のレトロアパート ・ 毎月第２日曜）

　近所のボランティアで運営し、月1回、

東綾瀬で開催している子ども食堂です。

現在は予約制で持ち帰りのお弁当を、

２歳のお子さんから高校生までに無料

で提供しています。 開催情報やご予約

などは写真上の二次元コードから。

あ★だちっこハウス
実行委員会

みんなで作って、 みんなで食べる！

おいしいごはんが食べられる場所

東綾瀬子ども食堂 主な活動場所：東綾瀬住区センター
お問い合わせ：huniu850@yahoo.co. jp

主な活動場所：足立区西新井栄町 1-10-6
                       サンライズハウス101 号室
お問い合わせ：a.dachikko.house.ec@gmail.com

　　　　　　メッセージ

　「みんなで作って、 みんなで食べ

る！」 をキャッチフレーズに、 多世代

地域食堂 「あ★だちっこキッチン」

を開催しています。 お子さんたちに

もできる範囲で、 毎月調理作業の

一部をお手伝いいただいています。

　　　　　　メッセージ

「食べること」に困っているご家庭や子ど

もたちに、温かい手作りのご飯を届けた

い！　お腹も心も満たして元気になっても

らいたい！　毎日頑張っているママたちに、

たまには休んでもらいたい！　みんなの

居場所になるような子ども食堂です。

子どもの居場所 安心して暮らせる環境や仕組みづくり子育て支援

活　動　内　容

活　動　内　容

地域にどんな活動があるのかな？

私にも何かできるかな？

もっといろいろ知りたい !!

と思った方は、

足立区NPO活動支援センターに

アクセスしましょう。

　　〒123-0851
　　東京都足立区梅田七丁目１３番1号
　　TEL：03-3840-2331

adachi-npo-center@machikatsu.co.jp

Twitter Facebook

あだち
協働

パートナー
サイト

制作協力】 イラスト ： やわらかアートアカデミー　スズキミ／インタビュー ： ワタナベサヤカ／文章構成 ： 渡邉美樹 （足立区ＮＰＯ活動支援センター）

*** 足立区 NPO 活動支援センター開館日 ・ 開館時間 ***

開 館 日 ： （火）〜（日）

開館時間 ： 午前９時〜午後９時３０分 （月末の平日は午後５時まで）

休 館 日 ： （月）、 （祝）、 年末年始

　令和 5 年度 「A-PARTNERS」 は、 近年、 増えてきている地域

活動団体同士、 団体と企業が連携し、 課題解決に取り組む 「協創」

に焦点を当ててお送りします。

　また足立区内の NPO 団体や区内外の企業が参加する大規模イ

ベント 「あだち NPO フェスティバル 2023」 （以下、 N フェス） も

同様に、 個別の団体では難しい課題も当センターや団体同士で連

携することで、 より良い着地点を模索していきます。 4 月に行われ

た Nフェスに向けたワークショップでは 「子どもと一緒に参加でき、

楽しく過ごせるスペースがあるといい」 「高齢者から子どもまで楽

しめる工夫がほしい」 などの意見が上がりました。 こうした課題も

知恵を出し合い、 協力し合えば、 より良い着地点が見えてきそうで

す。 各々の繋がりを大切に進んでいきましょう！

（相談員 ： 川名）
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す
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い

　

片
野
和
恵
さ
ん
︵
以
下
︑
片
野
さ
ん
︶
が
会
長
を
務

め
る
﹁
足
立
区
女
性
団
体
連
合
会
﹂︵
以
下
︑女
団
連
︶
と
︑

大
塚
智
則
さ
ん
︵
以
下
︑
大
塚
さ
ん
︶
が
代
表
の
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P
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2
団
体
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国

際
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デ
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認
知
度
ア
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プ
と
︑
足
立
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の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
を
目
的
に
﹁
国
際
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性
デ
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ミ
モ
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・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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以
下
︑
ミ
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・
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ジ
ェ
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ト
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を
立
ち
上
げ
ま
し
た
︒

　

課
題
解
決
や
目
的
の
た
め
に
︑
多
様
な
団
体
が
手
を

取
り
合
い
︑活
動
す
る
﹁
協
創
﹂
を
︑
大
塚
さ
ん
に
持
ち

か
け
た
の
は
片
野
さ
ん
か
ら
で
す
︒﹁
協
創
す
る
な
ら
他

ジ
ャ
ン
ル
団
体
が
い
い
﹂
と
い
う
の
が
理
由
で
し
た
︒

　

女
団
連
は
︑
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
推
進
と
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
目
的
と
し
た
区
内
の
団
体
が
連

帯
協
力
し
活
動
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑ 

3
8
年
と
歴
史

も
長
く
︑
足
立
区
や
地
縁
団
体
な
ど
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
も
多
い
団
体
で
す
︒
一
方
︑
P
a
s
t
e
l
・

S
w
i
t
c
h
は
声
優
と
い
う
職
業
を
活
か
し
︑
声
劇

の
制
作
や
発
表
を
通
じ
て
︑
人
と
人
と
が
よ
り
よ
く
交

流
を
持
て
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
︒Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
若
い
世
代
が
多
く
所
属
し
て
い
る
の

も
特
徴
で
す
︒

　

こ
う
し
た
お
互
い
の
ス
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や
強
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し
て
実
現

し
た
の
が
ミ
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ザ
・
プ
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ェ
ク
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︒
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︑
そ
の

一
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し
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３
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︶︑５
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１
０
１
０
で
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
︒

互
い
に
得
た
上
々
の
結
果
と
今
後

　

ブ
ー
ス
出
展
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
企
画
さ
れ
た
大
型
イ
ベ

ン
ト
の
共
催
な
ど
で
︑
協
創
し
た
２
団
体
は
︑
反
省
点
は

あ
る
も
の
の
︑
結
果
は
︑
団
体
が
抱
え
て
い
た
課
題
の
ク

リ
ア
や
気
づ
き
を
得
る
と
い
う
上
々
な
も
の
で
し
た
︒
例

え
ば
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以
前
か
ら
女
団
連
は
︑
主
催
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
セ
ミ
ナ
ー
に
来
て
ほ
し
い
20
代
～
30
代
前
半
に
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報
や

活
動
が
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
が
︑
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a
s
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l
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i
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c
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の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
拡
散

力
で
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と
言
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
大
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は
︑
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団
連
が
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画
し
た
﹁
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
﹂
に
関
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
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聞
き
︑
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を
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す
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作
っ
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い
か
な
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じ
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そ
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で
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︒﹁
女
団
連
さ
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と
活
動
す
る
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と
で
︑
自
団
体
の
指
針
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
﹂と
︑大
塚
さ
ん
は
協
創
の
手
応
え
を
語
り
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
片
野
さ
ん
は
︑﹁
女
団
連
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活

か
し
て
大
塚
さ
ん
た
ち
が
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と

も
協
創
﹂
だ
と
言
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
今
後
は
女
団
連
や

ミ
モ
ザ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
︑
団
体
や
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域
が
連
携
し
︑
活

動
す
る
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ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
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で
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し
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︑
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で
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が
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他
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と
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を
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で
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で
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か
も
し
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い
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と
そ
の
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を
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え
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す
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片
野
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は
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自
分
の
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を
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か
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行
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
﹂
と
伝
え
ま
す
︒﹁
誰
と
行
う
か
を

考
え
が
ち
で
す
が
︑
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
声
を
か
け

て
く
れ
る
人
も
現
れ
︑
自
分
も
声
を
か
け
た
く
な
る
︒

自
分
や
活
動
を
信
じ
て
︑
続
け
て
い
く
こ
と
が
協
創
へ

繋
が
る
﹂
と
︑
期
待
も
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
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若
い
世
代
の
持
ち
味
で
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
女
団
連
︒

女
団
連
の
姿
に
自
団
体
の
指
針
を
見
出
し
た

P
a
s
t
e
l
・
S
w
i
t
c
h
︒
２
団
体
の
ミ
モ
ザ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
﹁
互
い
の
強
み
を
活
か
し
︑
補
い
合
う
﹂

と
い
う
協
創
の
利
点
を
見
え
る
化
し
た
好
例
と
い
え
ま
す
︒

「見守っている」 という気持ちが支援になります。
「ミモザ・プロジェクト」の一環である大型イベントには30人以上もの
女性起業家や経営者がブース出展などで参加した。

NPO 法人 Pastel・Switch 代表の大塚智則さん （左） と足立区女性団体連合会会長の片野和恵さん （右）

声優×ジェンダー平等
他ジャンルだからできたプロジェクト

足立区女性団体連合会×NPO法人Pastel・Switch

　「協創」 や 「プラットフォーム」 といった他団体同士や、 企業と地域活動
団体が連携して事業を行うケースが増えています。 足立区女性団体連合会
とNPO法人Pastel・Switch が、 国際女性デーの認知度を上げジェンダー
平等社会を実現するために手掛ける「国際女性デー　ミモザ・プロジェクト」
もそのひとつです。

特集 協創が生む新しい解決への視点
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︑
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社
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︒
当
団
体
は
視

覚
障
が
い
者
の
外
出
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

﹁
同
行
援
護
﹂
に
関
わ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
︑
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
事
業
所
﹁
コ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
運
営
や
音
声
解
説
付
き
映
画
会
︑
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

　

視
覚
障
が
い
の
方
の
外
出
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
︒
白
杖

を
利
用
し
︑
ひ
と
り
で
歩
く
方
を
見
か
け
た
ら
︑﹁
信
号
が

青
で
す
よ
﹂
と
︑
声

を
か
け
る
だ
け
で
も
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分
︒
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困
り
の
方
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か
け
た
ら
声
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を
お
願
い
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ま
す
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の
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表
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松
沼
孝
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︵
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プ
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最
高
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﹂と
︑﹁
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e
e
p
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ピ
ー

プ
ス
︶＝
仲
間
た
ち
﹂
と
い
う
英
語
の
ス
ラ
ン
グ

を
掛
け
合
わ
せ
て
名
付
け
た
ド
ゥ
ピ
ー
プ
ス
︒

北
千
住
の﹁
路
地
裏
寺
子
屋
ろ
じ
こ
や
﹂に
て
︑

学
校
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
が
定
期
的
に
集

い
︑
学
べ
る
﹁
学
び
舎
﹂
を
松
沼
さ
ん
含
む
3

人
の
構
成
員
の
ほ
か
︑
区
内
の
大
学
に
通
う

学
生
ボ
ラ
ン
ティ
ア
た
ち
と
運
営
し
て
い
ま
す
︒
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実
行
す
る
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を
持
つ
工
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﹁
学
び
舎
﹂
は
２
０
２
３
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
︒
そ
れ
ま
で
千
住
地
域
に
は
学

校
に
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ

る
場
所
が
な
く
︑
他
の
地
域
へ
通
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒
P
T
A
会
長
や
子
ど
も
食
堂

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
通
じ
︑
そ
の
こ

と
を
知
っ
た
松
沼
さ
ん
は
︑
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
︒

　

現
在
の
開
催
日
は
毎
月
第
１
︑
第
３
水
曜

日
の
月
２
回
︒
小
～
中
学
生
く
ら
い
の
子
ど

も
が
５
名
ほ
ど
通
っ
て
い
ま
す
︒
学
習
支
援

の
ほ
か
︑
感
受
性
を
育
む
た
め
遊
び
や
ア
ー

ト
体
験
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
︑
実
行

す
る
力
を
持
つ
こ
と
に
も
注
力
し
︑
社
会
問
題

に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考
え
︑
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
の
が
学
び
舎

の
特
徴
で
す
︒

安
心
し
て
失
敗
で
き
る
場
を

 

松
沼
さ
ん
は
︑
助
成
金
だ
け
に
頼
ら
な
い

自
走
持
続
可
能
な
団
体
作
り
や
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
を
課
題
に
上
げ
な
が
ら
︑

﹁
子
ど
も
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
出
て

い
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
﹂
と
言
い
ま

す
︒
そ
の
た
め
に
は
他
団
体
と
の
情
報
共
有

や
協
創
も
必
要
だ
そ
う
で
す
︒

　
子
ど
も
た
ち
が

様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
︑

安
心
し
て
失
敗
で

き
る
場
︒
そ
れ
が

Do
p
e
e
p
s

で
す
︒

代表の松沼孝典さん

新
規
登
録
団
体
紹
介

ド

ゥ

ピ

ー

プ

ス


